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研究分野：工学 
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１．研究計画の概要 

本研究は、ヒト細胞を用いる室内実験により

把握が可能な染色体異常をマーカーに設定

し、広島・長崎の原爆被災者を対象にする疫

学調査データに依拠して、都市生活環境中に

存在しヒトへの日常的曝露が懸念される有

害化学物質による健康リスクを評価・ランキ

ングするための、信頼度の大きい実用的な健

康リスク評価枠組みを構築することを目的

とする。 

  

２．研究の進捗状況 

 平成18年〜19年度にはヒト正常骨髄細胞の

適切な培養条件の検討とリスク評価におけ

るバイオマーカーの探索を行った。 

 ヒト正常骨髄細胞 CD34+をベンゼン代謝生

成物に曝露し、タンパク質の発現変動解析を

行った。また同時に X線を照射したものタン

パク質の発現についても解析を行い、ベンゼ

ンの代謝生成物と X線とで共通して変動する

タンパク質を探索した。その結果 SET と

Cofilin-18 というタンパク質が同定された。

特に SETは白血病との関連が示唆されるタン

パク質であり、バイオマーカーとして有力な

候補である。 

 平成 20 年度には、1.ヒト正常骨髄細胞を用

いた染色体異常試験の実施 および 2.ベ

ンゼンのヒト PBPK モデルの構築、を行い放

射線等価係数の決定と白血病リスク評価を

行った。その結果、1ug/m3 のベンゼンに 70

年間曝露された場合、白血病リスクは 1.2×

10-7-2.8×10-7と推定された。 

EPA はヒトの疫学調査の結果から推定される

白血病リスクを、2.2×10-6-7.8×10-6 と推定

しており、これと比較くすると、約 1/10-1/20

程度となった。EPA の推定値よりは過少評価

ではあるものの、in vitro 毒性試験結果を用

いた積み上げ型のリスク評価システムとし

ては良好な推定結果であると考えられる。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 理由：骨髄細胞の培養条件検討に大幅に時

間を要したが、その後の試験は順調に進んだ

ため。 
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４．今後の研究の推進方策 

 昨年度行った染色体異常試験では、白血病

と密接に関連するとされる転座の検出が難

しく、適切な指標ではなかった可能性が考え

られる。したがって、今年度は、FISH 法を用

いて転座にターゲットをあて研究を進める

予定である。 
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